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⼀般社団法⼈アジアセルフエステ協会会員規則 

⼀般社団法⼈アジアセルフエステ協会（以下「当協会」とする）の会員に対する規則及び規
定として当協会の会則を定める。 
 
第 1 条（協会の⽬的） 
当協会の⽬的は定款第 3 条に定めた通り、当協会は、「美と健康と癒やし」に関する調査
研究、内外関係機関等との交流及び協⼒等を⾏うことにより、セルフエステ業界の健全な発
展を図り、お客様を念頭に置いた全ての⼈との健全な関係性構築や⽣活の質の向上並びに⾃
然環境の保全及び緑化の推進と Sustainable Development Goals（SDGs）に準じた⽬標に貢
献することを⽬的とする。 
 
第 2 条（会員の募集） 
当協会は前条の⽬的を達成するため会員を募集する。 
 
第 3 条（会員の種類） 
1. 当協会の会員は次の通りとする。 

1.1. 個⼈正会員 
セルフエステに関連する業務に携る個⼈または個⼈事業主で、協会の⽬的に賛同す
る⽅が対象。正会員または法⼈正会員の推薦と理事会の承認が必要。 

1.2. 個⼈賛助会員 
協会の⽬的に賛同する個⼈または個⼈事業主が対象。個⼈正会員または法⼈正会員
の推薦が必要。 

1.3. 法⼈正会員 
協会の⽬的に賛同するセルフエステに関連する企業・団体が対象。法⼈正会員から
の推薦または理事 2 名の推薦と、理事会の承認が必要で、法⼈正会員のみ認定校の
申請が可能。 

1.4. 法⼈賛助会員 
協会の⽬的に賛同するセルフエステに関連する企業・団体が対象。 

2. 学識経験者や業務経験者など、特別の知識技能を有する個⼈について、会員または理事
の推薦があり、かつ理事会の承認がある場合は顧問として会員と同等の資格を与えるこ
とができる。 

3. 法⼈会員のうち、当協会の運営に功績のある会員について、会員または理事の推薦に基
づき、理事会の承認を得て特別会員として遇することができる。 

 
第 4 条（会員規律） 
1. 会員は下記の規則に従う。 

1.1. 会員は相互親睦に努めること。 
1.2. 会員が⾃社の製品及びサービスを紹介する場合は、当協会の商談会、商品説明会、

展⽰会、講演会など、指定された⽅法で⾏うものとする。 
1.3. 会員が商談する場合、相⼿側の要求または合意がない限り⾏わないものとする。 
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第 5 条（会費） 
1. 会員の会費は次の通りとする。 

1.1. 個⼈正会員 
⼊会⾦ 15,000 円（不課税） 
年会費 9,600 円（800 円 / ⽉）（不課税） 

1.2. 個⼈賛助会員 
⼊会⾦ 15,000 円（不課税） 
年会費 9,600 円（800 円 / ⽉）（不課税） 

1.3. 法⼈正会員 
⼊会⾦ 150,000 円（不課税） 
年会費 96,000 円（8,000 円 / ⽉）（不課税） 

1.4. 法⼈賛助会員 
⼊会⾦ 200,000 円（不課税） 
年会費 198,000 円（16,500 円 / ⽉）（不課税） 

 
第 6 条（会費⽀払義） 
1. 会員は各事業年度内に翌事業年度の年会費を納めなければならない。 
2. 新事業年度が始まって会費の納⼊がない会員は年会費未納会員となる。 
 
第 7 条（⼊会） 
⼊会は当会指定の様式に従い⼊会申込書に規定の事項を記載し、当協会事務局（以下「事務
局」とする）に届出で、⼊会⾦と当事業年度末までの残り⽉数で算出される初年度年会費を
納⼊することによって⼊会することができる。 
 
第 8 条（退会） 
1. 会員は本⼈の申し出によりいつでも退会することができる。但し、法⼈会員の退会は当

該法⼈の代表者または、当協会にあらかじめ登録した者が申し出なければならない。 
2. 個⼈会員が死亡したとき、法⼈会員が解散または破産宣告を受けたとき。 
 
第 9 条（除名） 
1. 社員は次の各号に該当するときは除名される。 

1.1. 当協会の品位を毀損する⾏為を⾏い、当協会の会員として不適格であると理事会が
認めたとき。 

1.2. 年会費を 6 ヶ⽉滞納したとき。 
1.3. 暴⼒的な組織または反社会的な組織、その構成員または、組織の⼀部、その⽀援者

であることが判明したとき。 
2. 除名された会員が⽀払った⼊会⾦、年会費、参加費、その他名⽬を問わず、当協会に納

付した⾦員は返還しないものとする。 
 
第 10 条（資格停⽌） 
1. 下記の場合は資格停⽌となり、会員の権利と便益を受けることができない。 

1.1. 第 6 条第 2 項の未納会員。 
1.2. 第 4 条に違背して、他の会員から苦情を受け、事務局が警告しても改善しない場

合。 
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第 11 条（資格復帰） 
資格停⽌中の会員は 3 年分の年会費に相当する資格復帰⾦を納めることにより、資格停⽌
を解除し会員としての資格を回復することができる。 
 
第 12 条（会員の権利） 
1. 会員は次の各号の権利を有する。 

1.1. 当協会のウェッブ・サイトを閲覧し、会員ページを有する権利 
1.2. 当協会主催の⾏事に参加及び出店する権利 
1.3. 会員名簿を閲覧する権利 
1.4. その他当協会が提供する有形・無形の情報を閲覧・取得する権利 

 
第 13 条（会則の改定） 
本会則は当協会の理事会の決定により、任意に変更することができるものとする。 
 
第 14 条（会則の効⼒） 
本会則は定款及び他の法令に別の定めがある場合は、定款及び法令の規定を優先する。 
 

以上 
 

2019 年 12 ⽉ 19 ⽇ 制定 


